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１．研究計画の概要 

本研究では、6 世紀後半に前代からいた諸
集団を統合し、ロシア極東・中国東北部全域
に住地を広げた「靺鞨」族の様相とその成立
過程について考古学的に解明しようとする
ものである。靺鞨族の成立時には、同族が使
用したとされる「靺鞨罐」と呼称される土器
が極東全域に斉一的に広まる。本研究では、
この靺鞨罐と靺鞨罐成立以前（初期鉄器時
代）の土器資料を分析対象として、各地域に
おける在地土器の製作伝統がどのような変
遷を辿り、靺鞨罐が形成されるに至ったか、
そして地域毎の靺鞨罐の分析を通じて広域
に渡る当時の地域間関係を検討することを
目的とする。またこの作業を通じて極東地域
の当該期の広域編年の確立を目指す。 
２．研究の進捗状況 

本研究では、極東各地域の土器群を通時的
に分析することにより、系統性と地域性を把
握し、地域間関係の描出を試みる。分析対象
資料の多くは、海外の研究機関に収蔵されて
おり、詳細な分析を行う為、実地調査を行う
必要がある。 

平成 23 年度までの研究活動で、当初の研
究計画に挙げた研究機関（ロシア科学アカデ
ミー極東支部、同シベリア支部、ハバロフス
ク州立博物館、中国黒龍江省文物考古研究所、
黒龍省博物館、吉林省文物考古研究所、吉林
省博物館、吉林市博物館、遼寧省文物考古研
究所、遼寧省博物館）及び分析対象資料（各
地の靺鞨罐及び前代の初期鉄器時代資料）に
ついては、ほぼ全て実見することができた。 
本研究の分析は、以下の通りで進めている。

上記の地域の資料は膨大にある為、文化・地
域毎に良好な資料の纏まりのある遺跡を選
定する。そして施文技術を含む文様や成形技

法、胎土の製作を含む器形等の諸属性を観察
し、各文化・地域の土器群がどのように構成
されているのかを明らかにする。 
靺鞨罐成立前・靺鞨罐成立期の両期で同様

の分析を行い、各地域での土器の変遷過程と
土器製作技術の系統関係を把握する。 
地域間で技術伝統を比較し、結果、得られ

た地域間の共通性と差異を土器製作技術に
おける情報伝播の多寡を反映したものと見
做し、地域間関係とその背景について考察す
る。 

以上の内、各地域の靺鞨罐成立前、靺鞨罐
成立期については、随時作業を進めてきた。
その結果についても、随時論文、発表で公開
してきた。但し、対象が膨大な為、分析が途
中である部分、分析結果の整理・取り纏めも
途中である部分も残されている。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 上記の通り、計画当初予定した分析対象資
料のほぼ全て実見することができている。ま
たその成果についてもコンスタントに発表
しており、進展は順調といえる。しかし、分
析資料の蓄積に対し、分析と結果の取り纏め、
その後の公開が若干遅れている側面もある。 
４．今後の研究の推進方策 
上記の通り、分析作業や結果の取り纏めが、

終了していない部分がある。 
その為、今年度以降も継続的な現地での調

査を実施する。分析を継続しながら、個別に
成果公表に努める。また本研究終了に向けて、
個別成果を総合化し、当該期の交渉関係の様
相についての考察を進める作業を行う。 
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